
~ 15 ~ 

       

C/N

C/N
C/N

－ �� － － �� －



~ 16 ~ 

C/N

C/N

kg 10
30

kg 10

10 30 40
60 70

－ �� － － �� －



~ 17 ~ 

－ �� － － �� －



~ 18 ~ 

－ �� － － �� －

表10　現地に導入したねぎ減肥栽培の施肥設計

法肥施と類種の料肥)a01/gkN(量肥施
計合材資

5/下 6/下 9/下 10/中下 施 肥 法 成分と導入期間 適 用 苗

慣行施肥(対照) 7.0 10.0 7.0 24.0 (100) 3回分施・溝施肥 16:16:16 H4年～ セル苗

資材A 21.6 - - 21.6 (90) 全量肥料 18:13:11 H6～13年 大 苗

資材B1 9.6 9.6 19.2 (80) 2回施肥・溝施肥 10:13:10 H14年～ セル苗

資材B2 21.6 - - 21.6 (90) 全量肥料 14:11:14 H14試作 セル苗

注）カッコは慣行施肥に対する減肥割合を示す。
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供試苗 試 験 区 草 丈 軟白長 葉鞘径 全 重 収 量

(cm) (cm) (mm) (g/本) (t/10a)

セル苗 慣行施肥(対照) 95.6 33.3 2.35 221.8 6.10 (100)

資材B1 95.8 35.8 2.40 244.0 6.71 (110)

資材B2 104.4 36.1 2.44 247.4 6.80 (112)

大 苗 塩化燐安 85.3 25.6 2.40 235.4 5.11 (100)

資材A 97.3 25.6 2.50 267.6 5.70 (112)

注）資材 (化成 被覆窒素 日が 成分比で )は窒素の初期溶出を抑えた全量基肥B2 : 140 N 1:5

表11　秋冬ねぎの生育・収量に及ぼす緩効性肥料の施用効果

図21　浅層地下水の硝酸態窒素濃度の継年変化
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図22　ブロッコリーセル苗全量基肥法
　　 （品種：ピクセル） 
左：培養土で育苗，右：全量基肥 50％区 

窒　素 地　　 上　 　部 地　　 下　 　部 セル苗の

　 試　験　区 減肥率 草 丈 (cm) 葉 長 (cm) 茎の太さ (mm） 根  数 (本/個体） 最長根長 (cm) 根鉢形成

慣　行　区 0% 6.8 (100) a 2.0 (100) a 1.28 (100) a 51.0 (100) a 16.6 (100) a 503 (100) c   良 好
全量基肥50%区 50%  7.3 (127) ab  2.3 (115) ab1.37 (127) a  64.7 (127) ab 21.7 (131) a 801 (159) a   良 好
全量基肥60%区 40% 8.7 (163) b 2.6 (130) b 1.42 (163) a 83.0 (163) b 21.9 (132) a 597 (119) b   不 良

注)窒素減肥率は生育期間に必要な窒素量に対する割合を示し，根の活性はαナフチルアミン法で測定した.根鉢形成はセル苗を抜く際，培養土が崩れない

状態を良好，崩れる状態を不良とした.異なる英小文字は有意差(P<0.05)あり(Tukey法).

表12　セル内施肥育苗が定植時のブロッコリー苗に及ぼす影響 （育苗試験）

根の活性(μg/g D.W./h）

図23 セル苗全量基肥法がブロッコリーの生育と窒素吸収量に及ぼす影響

注）本試験は、リン酸・カリ含量が地力増進法に基づく適正範囲内の圃場で実施した。
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草   丈   花 蕾 径   花 蕾 重 βカロテン ビタミンＣ 糖 度

試　験　区  (cm)      (cm)       (g) (μg/100g) （mg/100g）  (Brix）

慣　行  区 80.8 (100) a 14.5 (100) a 478 (100) a 608 (100) a 130 (100) a 7.6 (100) a 

全量基肥50%区 82.0 (102) a  13.7  (95) a   474  (99) a  615 (101) a  127  (98) a   7.9 (104) a  

注）家畜ふん堆肥の多投入によるリン酸，カリ蓄積圃場(作付け前のリン酸は95mg/100g，カリは73mg/100g)で現地試験を行った.
　　上記の数値は平均値，同一のアルファベット間に有意差(P<0.05)のないことを示す.

表13　セル苗全量基肥法がブロッコリーの収量・品質に及ぼす影響
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度年類分果効類種の料肥要概の術技壌土用適型作物作

小ギク
7、8月咲き露地
栽培

－ 肥効調節型肥料を用いた条施肥 被覆（リニア）70日:100日=1:2
窒素25～
50％減肥

技術・参考 H14

ネギ 秋冬ネギ
埴壌土および
砂壌土

肥効調節型肥料を用いた全量基肥
溝施肥

窒素の76％が被覆140日
窒素20～
30％減肥

技術・参考 H14

キャベツ
春まき初夏どり
及び夏まき冬どり

－
肥効調節型肥料を用いたセル内基
肥施肥

被覆（シグモイド）70日
窒素40％
減肥

技術・参考 H14

水稲（コシヒ
カリ）

－ 多湿黒ボク土
肥効調節型肥料を用いた側条・全量
基肥施肥

速効性：被覆（シグモイド）100日：
被覆（Sシグモイド）100日=1:1:1

窒素30％
減肥

技術・普及 H14

肥効調節型肥料を用いた鉢上げ時
施肥

被覆（シグモイド）100日
窒素25％
減肥

技術・普及

肥効調節型肥料を用いた鉢上げ時
施肥・条施肥併用

鉢上げ時に被覆（シグモイド）100
日：定植時に被覆（リニア）70日=1:1

窒素50％
減肥

技術・普及

セルリー － － 肥効調節型肥料を用いたポット施肥
被覆N（Sシグモイド）140日：ようり
ん：被覆K100日=5.6：5.6：4.2

窒素57～
68％減肥

技術・普及 H15

トマト 抑制栽培
造成台地土細
粒赤色土、細
粒灰色低地土

肥効調節型肥料を用いた鉢内全量
施肥

被覆（シグモイド）140日
窒素20％
減肥

技術・普及 H16

キャベツ 夏まき秋冬どり － 肥効調節型肥料を用いた条施肥
窒素成分の50％が50日溶出型の
BB肥料

窒素50％
減肥

技術・普及 H17

コムギ 不耕起播種栽培 －
肥効調節型肥料を用いた播種同時
同条施肥

被覆（シグモイド）30日：40日=1:1
（慣行体系に増肥）

収量・品質
の安定化

技術・普及 H17

コマツナ・ホ
ウレンソウ

露地周年栽培 黒ボク土
肥効調節型肥料を用いた畦内施肥、
３作1回施肥

被覆（リニア）40日：80日：120日
=5.2：5.2：4.0

窒素20～
30％減肥

技術・普及 H17

肥効調節型肥料を用いたチェーン
ポット内施肥

被覆（シグモイド）100日
窒素38％
減肥

技術・普及

肥効調節型肥料を用いたチェーン
ポット内全量基肥施肥

被覆（シグモイド）140日
窒素50％
減肥

技術・普及

チンゲンサ
イ

－ 細粒黄色土
肥効調節型肥料を用いた育苗時施
肥（ペーパーポット）

被覆（リニア）40日
窒素60％
減肥

技術・参考 H17

トマト 抑制栽培
造成台地土細
粒赤色土、細
粒灰色低地土

肥効調節型肥料を用いた鉢内層状
施肥および鉢内全量施肥（混和施
肥）

被覆（シグモイド）140日
窒素30～
40％減肥

技術・参考 H18

ブロッコリー 夏まき冬どり
表層腐植質黒
ボク土

条施肥機の開発 高度化成
窒素40％
減肥

技術・普及 H18

ブロッコリー 秋冬作 －
肥効調節型肥料を用いたセル内全
量基肥施肥

被覆（シグモイド）100日
窒素50％
減肥

技術・参考 H19

セルリー －
赤色土、灰色
低地土

肥効調節型肥料を用いた植穴施肥、
全量基肥施肥

被覆（リニア）70日
窒素20～
40％減肥

技術・参考 H20

ブロッコリー
等露地野菜

－ 壌土
平うね内部分施用機（１うね２条）に
よる全量基肥栽培

BB肥料
窒素30～
50％減肥

技術・普及 H21

ブロッコリー 秋どり 重粘土
耗うん同時畝立て局所施肥マルチ作
業機による省力減肥栽培、全量基肥

速効性：被覆（リニア）30日：被覆
（シグモイド）60日=3:0.5:0.5

窒素30～
50％減肥

技術・参考 H22

レタス 全面マルチ栽培 －
全面マルチ用うね内部分施用機によ
る省力減肥栽培

高原野菜専用等
窒素30％
減肥

技術・参考 H22

H17

H14セルリー

ネギ 夏ネギ －

－
造成台地土細
粒赤色土、細
粒灰色低地土

表14　関東東海北陸農業試験研究推進会議部会で採択された局所施肥に関する研究成果情報(H14～22年)
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表15 野菜のリアルタイム栄養液診断基準値

作物 作型 作成県 収穫期間
診断基準

(硝酸イオン濃度､mg/L)

キュウリ 半促成 埼玉 3月下旬～6月下旬 4月上旬：3,500～5,000，5月上旬：900～1,800，

6月以降：500～1,500

抑制 埼玉 9月下旬～11月下旬 9月下旬～11月下旬：3,500～5,000

夏秋雨よけ 宮城 7月下旬～9月下旬 8月上旬：400～500，その後は収穫終了にかけて漸減

ナス 露地 埼玉･岐阜 7月上旬～10月中旬 7月上旬～8月上旬：3,500～5,000，

8月中旬以降：2,500～3,500

半促成 埼玉 4月上旬～7月上旬 4月上旬～7月上旬：4,000～5,000

イチゴ 促成 埼玉･岐阜 12月下旬～4月下旬 11月上旬：2,500～3,500，1月上旬：1,500～2,500，

2月上旬以降：1,000～2,000

トマト 促成・6段摘心 愛知 12月中旬～2月上旬 12月中旬～2月上旬：1,500～3,000

半促成・6段摘心 愛知 5月中旬～7月上旬 5月中旬～7月上旬：1,000～2,000

長段穫り 三重 11月下旬～5月下旬 11月下旬～2月上旬：5,000～3,000，

2月中旬以降：1,000～2,000

抑制・7段摘心 茨城 8月中旬～11月中旬 8月中旬～9月上旬：7,500～9,000，

9月中旬以降：5,000～6,000

促成・12段摘心 埼玉 2月下旬～7月上旬 1月～2月下旬：4,000～5,000，3月上旬～4月下旬：

2,000～3,500，5月上旬～6月下旬：500～1,500

メロン 半促成 愛知 7月上旬～中旬 定植時：3,000～4,000，開花期：2,000～3,000，

果実肥大期：5,000～6,000，成熟期：2,000～3,000
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ａ01／ｇｋ：位単

ａ01／ｇｋ：位単

考備料肥酸ンリ低Ⅱ料肥質機有Ⅰ料肥質機有値ＣＥ

(ｍＳ/cm) （５－６－５） （５－５－５） （６－３－６） Ｎ Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ

200 140 17.0 19.0 17.0 リン酸少ないほ場
場ほい多酸ンリ2.716.512.71021002

140 100 12.0 13.4 12.0 リン酸少ないほ場
場ほい多酸ンリ8.118.018.1108041

場ほいな少酸ンリ0.78.70.70608
場ほい多酸ンリ6.76.66.70608

※基肥の窒素は全量有機態窒素で設計。
　追肥は、液肥で施用（特別栽培の場合は、化学肥料分に配慮する）

考備料肥酸ンリ低Ⅱ料肥質機有Ⅰ料肥質機有値ＣＥ

(ｍＳ/cm) （５－６－５） （５－５－５） （６－３－６） Ｎ Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ

360 240 30.0 33.6 30.0 リン酸少ないほ場
場ほい多酸ンリ0.036.720.03002063

240 160 20.0 22.4 20.0 リン酸少ないほ場
場ほい多酸ンリ4.026.814.02041042

140 100 12.0 13.4 12.0 リン酸少ないほ場
場ほい多酸ンリ8.118.018.1108041

※基肥の窒素は全量有機態窒素で設計。
　追肥は、液肥で施用（特別栽培の場合は、化学肥料分に配慮する）

０．５～１．０

１．０～１．５

成分量

０～０．５

０．５～１．０

１．０～１．５

０～０．５

成分量
表 16 きゅうり抑制栽培の施肥設計例 

表 17 きゅうり抑制栽培の施肥設計例 
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ａ01／ｇｋ：位単
リン酸資材 有機質肥料Ⅰ 低リン酸肥料 備考

２Ｏ５ Ｋ２Ｏ

6.96.712.3102104下以ｇｍ04
6.96.90.21021ｇｍ００１～14
2.76.30.21021上以ｇｍ１０１

※牛ふん堆肥または購入堆肥による土づくりをする。
　土壌診断結果により、土壌酸度を矯正する。（以下、同じ）

ａ01／ｇｋ：位単
考備料肥酸ンリ低Ⅰ料肥質機有材資酸ンリ

２Ｏ５ Ｋ２Ｏ

2.112.912.5104104下以ｇｍ04
2.112.110.41041ｇｍ００１～14
4.82.40.41041上以ｇｍ１０１

ａ01／ｇｋ：位単
考備料肥酸ンリ低Ⅰ料肥質機有材資酸ンリ

２Ｏ５ Ｋ２Ｏ

4.414.220.8108108下以ｇｍ04
4.414.410.81081ｇｍ００１～14
8.014.50.81081上以ｇｍ１０１

ａ01／ｇｋ：位単
考備料肥酸ンリ低Ⅰ料肥質機有材資酸ンリ

（３－２０－０） （１０－８－８） （１０－３－６） Ｎ Ｐ

（３－２０－０） （１０－８－８） （１０－３－６） Ｎ Ｐ

（３－２０－０） （１０－８－８） （１０－３－６） Ｎ Ｐ

（３－２０－０） （１０－８－８） （１０－３－６） Ｎ Ｐ

リン酸

リン酸

リン酸

リン酸
２Ｏ５ Ｋ２Ｏ

2.112.910.4104104下以ｇｍ04
2.112.110.41041ｇｍ００１～14
4.82.40.41041上以ｇｍ１０１

成分量

成分量

成分量

成分量
表 18 秋冬ブロッコリー（１０月収穫）の施肥設計例 

表 19 秋冬ブロッコリー（１１月収穫）の施肥設計例 

表 20 春夏ブロッコリー（２重トンネル）の施肥設計例 

表 21 秋冬ブロッコリー（１重トンネル）の施肥設計例 


